通信指令員に対する救急に関する講習項目
	分類
	具体的項目
	到達目標（具体的内容）

	救急指令管制実務教育
	救急業務における指令員の役割
	通報から救急隊の到着までの対応の重要性
「救命の連鎖」

	
	救急業務の現状
	救急搬送件数の推移と将来推計、ウツタイン統計

	
	救急現場活動
	指令から医療機関到着までの救急現場活動
救急救命士が行う処置の範囲（特定行為）
救急隊員が行う処置の範囲

	
	メディカルコントロール体制
	オンラインＭＣとオフラインＭＣ

	
	救急医療体制
	救命救急センター、その他の救急医療機関
改正消防法（搬送と受入れの実施基準）に係る地域での運用状況

	
	緊急度・重症度識別
	ドクターカー、ドクターヘリの要請、ＰＡ連携の早期要請ための識別

	
	救急隊への情報伝達
	救急隊への適切な情報伝達要領

	
	口頭指導要領
	模擬トレーニング（実例を基にしたシミュレーション訓練）
慌てている通報者への対応要領を含む

	
	救急車同乗実習
	（任意）

	医学基礎教育
	解剖・生理
	生命維持のメカニズム

	
	心停止に至る病態
（心停止に移行しやすい病態）
	心筋梗塞、脳血管障害、呼吸器疾患、高エネルギー外傷、アレルギー、窒息
（死戦期呼吸、心停止直後のけいれん）

	
	心肺蘇生法
	胸骨圧迫の重要性、人工呼吸の意義　など

	
	ＡＥＤ
	電気ショック適応・不適応の心電図（心室細動／無脈性心室頻拍とその他）
ＡＥＤの性能、電気ショック後の対応要領含む

	
	その他の口頭指導対象病態
	気道異物、出血、熱傷、指趾切断　など


　※講習時間については、指令業務に携わる職員の資格（救急救命士資格、救急隊員資格等）、実務経験、教育体制等を考慮して、それぞれの消防本部で到達目標を満たすよう設定すること。
参考３








出典：「平成24年度救急業務のあり方に関する検討会報告書」168頁

